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産学共創グラント_2026年度
申請書 

　　2026年●月●日提出

1．基本情報

	申請案件名
	

	研究分野
(※複数可)
	☐ GX分野　☐ 健康医療分野
☐ DX分野　☐ 安全保障分野　☐ その他（　　　　　　　　　　　）

	フリガナ
研究代表者
	


	所属・役職
	

	住所
	

	[bookmark: _Hlk138930011]TEL
	

	email
	




2．プロジェクト概要
※研究開発課題（研究開発及びビジネスモデル）の概要が分かるように、300字程度で簡潔に記述して下さい。














＜各項目共通事項＞
※査読者にポイントが伝わりやすいよう、図表グラフ、具体的なデータ等を積極的に用いてください。




3．顧客候補と課題
（１）顧客候補※　以下の内容は記載ポイントの例示です。可能な限り調査や顧客インタビュー等のエビデンスに基づき検証の上、記載してください。
●価値を提供する顧客の想定を業種、職種、地域等も含め、可能な限り具体的に記載してください。その際、ビジネスを始める際の最初の顧客は誰なのか、を明らかにして記載してください。
例1 B2Bの場合、想定される顧客となる企業を具体的に記載してください。
例2 創薬ビジネスの場合、対象となる患者および提携先の製薬メーカーを具体的に記載してください。
例3 地球・宇宙規模の社会課題解決を目指し、まだ顧客が見えない場合、現段階で想定される顧客を記載し、課題を推進する中で情報収集に努めてください。
●想定顧客候補等に対するヒアリングの計画（時期やヒアリング対象、件数等）を記載してください。研究代表者等が主体となって、起業支援人材や事業化推進機関等と協力して、想定顧客候補等に対するヒアリングを数件実施することが必須となります。
●これまで実施した顧客ヒアリングの内容を記載してください。また、想定顧客候補等に対するヒアリングの計画（時期やヒアリング対象、件数等）を記載してください。


（２）顧客の課題　※　以下の内容は記載ポイントの例示です。可能な限り調査や顧客インタビュー等のエビデンスに基づき検証の上、記載してください。
●顧客の課題（ペイン）について具体的に記載してください。なお、顧客については（１）顧客候補の記入要領の内容を参考にしてください。
●現時点で存在する課題解決策（製品・サービス等）の内容とその問題点についても記載してください（既存の解決策がない場合は、ない旨を記載してください。）



4．対象市場
※　以下の内容は記載ポイントの例示です。可能な限り調査等のエビデンスに基づき検証の上、記載してください。
●対象となる市場の規模・成長性と国際動向：　曖昧な市場規模ではなく、用途・商流等を分析し、参入しようとするセグメントに落とし込んだうえで、対象とする市場を可能な限り正確に記載してください。また、申請時点で国際市場への展開を構想している場合は、参画を想定する国際市場に関する動向についての記載も盛り込んでください。





5．想定するビジネスモデル
※以下は記載内容の例示です。
●ビジネスモデル：素材調達・製造・販売など構築するバリューチェーンの説明やＳＴＰ（Segmentation、Targeting、Positioning）など、大企業と異なるスタートアップとしてのマーケティング戦略等について記載してください。



6．解決手段（シーズ）

1 シーズの詳細※創出を目指すスタートアップの核となる研究成果を基にしたシーズについて詳細を記載してください。
※シーズに関する研究開発の進捗状況を含めてください。
※現時点までの技術シーズの研究開発の進捗状況、性能の検証状況について記載してください。
記載例：○○といった用途仮説に基づき、必要な○○、○○の性能に関する検証を実施済みである。結果として、○○といったデータが得られており、これはビジネスとして展開しうるものと評価できている。




2 製品・サービスの独自価値　※　以下の内容は記載ポイントの例示です。可能な限り調査や顧客インタビュー等のエビデンスに基づき検証の上、記載してください。
●シーズを核にどのような製品・サービスを構想しているか、またその特徴や魅力（新しい付加価値）について顧客視点も踏まえ詳細を記載してください。
●独自の価値の記載に当たっては、他社の商品・サービス構想との性能、コスト等を含めた比較を行い、メリット、デメリットについて記載してください。






3 シーズの革新性・優位性（類似技術・先行技術等の状況分析含む）
※比較対象となる技術の文献・特許、公開情報に関する内容を記載してください。現時点で、直接的に比較できる対象がない場合、対象を広げ、将来、後追いで競合となりうる関連技術、周辺技術、代替技術などの脅威を記載してください。
※国内外の類似研究・先行技術の進捗状況、達成見込みについて分かる範囲で調べて記載してください。
※将来（短期および中長期）、競合技術との競争環境がどのような状況となるか、可能な範囲で予測して、記載してください。
※類似技術・先行技術等の状況分析を踏まえ、シーズの革新性・優位性について、記載してください。


4 シーズに関する知的財産の取得状況（周辺特許を含む）及びそれらのアライアンスやライセンス契約等の状況※特許を取得している場合、発明の名称、特許番号（または出願番号）、発明者、出願人、出願日を記載下さい。特許以外の知的財産権の場合も、同様の情報を記載ください。
　　記載例：aaaの装置およびその製造方法、第xxx号(特願20yy-zzz)、○○○○、xyz大学、20xx年y月z日出願
※将来、当該シーズによるスタートアップを創出しようとした場合、シーズの発明者およびシーズが帰属する機関等（出願人）の同意が得られているかについて必ず記載してください。
※当該シーズについて、既に企業と共同研究を行っている場合やライセンス契約等がある場合は、その状況について具体的に記載ください。



	発明の名称
	出願人
	出願番号(出願日)
	公開・特許番号等
	概要

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




7．実施体制
※研究代表者を含め、課題を推進する上で重要となる参加者について記載してください。
※経営者候補がいる場合は本欄に記載ください。
※経営チーム組成などに向け活用する外部人材等や、具体的に事業開発を行う人材がいれば、本欄に記載ください。






	氏名
	所属機関名
	部署名
	役職
	役割分担
	ｴﾌｫｰﾄ(%)

	○藤○子
	○○大学
	大学院工学研究科
	特任助教
	経営者候補：ビジネスモデル検証、顧客候補の評価結果入手
	20

	○村○郎
	○○大学
	大学院農学研究科
	准教授
	○○試験、カルタヘナ法対応
	20

	○○○○
	○○大学
	大学院工学研究科
	研究員
	△△試験、特許明細作成、先行文献調査
	100

	○○○○
	○○大学
	産学連携本部知財部
	係長
	知財権利化
	-

	○○○○
	△△大学TLO株式会社
	
	マネージャー
	アライアンス探索、競合知財調査・知財戦略
	-


8．研究開発計画とマイルストーン
（1）助成期間における事業開発計画および研究開発計画（2026年度末まで）
※マイルストンは、事業化に向けて解決が必要、もしくは、リスクマネー（VC 等）調達に向けて優先的に実施すべき事業開発および研究開発の実施項目毎にその内容、規模（研究開発費、実施期間、担当者など）を記載してください。複数ある場合、箇条書きで分けて記載してください。
※課題推進工程表の記載と齟齬がないようにご記載ください。






【課題終了時（2026年度末）の達成目標と実施内容】
○総合的な達成目標
○事業開発に関する達成目標と実施内容
○研究開発に関する達成目標と実施内容
○推進体制に関する達成目標と実施内容

（2）助成期間における課題推進工程表（2026年度末まで）

[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, タイムライン, Teams

自動的に生成された説明]
　（実施項目毎に適宜欄を増やして表を作成してください）

（3）助成期間終了後、起業までのマイルストーン
【助成期間終了後、起業直前時における到達目標、マイルストーンおよび実施内容】
○総合的な到達目標
○事業開発に関するマイルストーンと実施内容
○研究開発に関するマイルストーンと実施内容
○推進体制に関するマイルストーンと実施内容


9．スタートアップ設立に向けた計画

（１）スタートアップ設立予定時期※スタートアップの設立予定時期を記載してください。


（２）経営者候補人材の確保と育成に関する計画※経営者候補人材、その他事業化に必要な人材の確保策について、保有するネットワーク等も含めて記載してください。



10．必要経費の内訳


※　別添様式２「資金計画表（EXCEL）」のそのまま貼り付けて下さい。





11．本申請に関し、伴走を行う共創機構担当者・共創Hub＋担当者などのアドバイザー等に依頼したいこと


	対象に
○印
	№
	支援項目
（支援内容）
	依頼したい内容
（自由記述）

	
	１
	顧客候補企業/事業パートナーの探索
	

	
	
	本申請の研究成果を社会実装するために必要と想定される企業（顧客候補・産業パートナー）の探索支援
	

	
	2
	起業支援（資金調達含む）
	

	
	
	本申請の研究成果をもって起業を検討している研究者に対する起業準備支援
	

	
	3
	経営人材探索
	

	
	
	起業前後時期における人材獲得支援
	


以上
image1.png
i (B2
' > 3





